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１. はじめに
平成26年 (2014) の松江市への観光入込客数
(延べ数) 96万人のうち､ 小泉八雲旧居､ および､
小泉八雲記念館の訪問者は､ それぞれ約７万人 (前





や ｢リトル・マルディグラ in 松江３)｣ を開催して
いる｡
また､ 松江市は､ 平成25年 (2013) ３月､ ｢また
八雲が歩きはじめるまち｣ をコンセプトに20年先を
見据えた新たな長期ビジョン ｢平成の開府元年まち
づくり構想｣ を策定している４)｡ このように､ 今日
では､ 松江市のまちづくりや観光振興において､ 八
雲は欠かせない存在である｡ 日本の一都市のイメー
ジに､ これほど強い影響を与えている ｢外国人｣ は､
おそらく､ 八雲以外にいないであろう｡
拙稿 (2015) では､ 八雲の存在が松江の文化資
源として観光に活用されていく戦前の過程を論じ
た５)｡ そこでは､ Glimpses of Unfamiliar Japan
(1894) (邦題 ｢日本瞥見記｣ ほか｡ 以下 ｢グリン
プス｣) が発行された後の明治末には､ 松江観光に
八雲の存在を活かしていく計画があったこと､ 大正
初期には小泉八雲旧居 (以下 ｢旧居｣) が公開され
たこと､ しかしながら､ 実際に松江の文化資源とし
て活用されたのは､ 大正15年 (1926) の 『小泉八
雲全集』 (第一書房) の出版により､ 八雲の名が
｢日本の恩人｣ ｢世界的文豪｣ として普及した以降で
あったこと､ さらに､ 昭和4年 (1929) の ｢ヘルン
二十五周年追悼会｣ の挙行､ ｢小泉八雲記念館 (以









日本は､ 満州事変 (1931) をきっかけに､ それ
まで常任理事国であった国際連盟を脱退し (1933)､
国際社会との間に距離が生じていく｡
昭和12年 (1937) ７月７日､ 盧溝橋事件を発端
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に日中戦争が勃発した｡ 開戦に伴い､ 遊覧的､ 享楽
的な観光は批判の的となり､ 旅行制限が日増しに強













境に陥っていたが､ 昭和13年 (1938)､ 第一書房は､
国策に対応して戦時下に相応しい名著を ｢戦時体制
版｣ シリーズとして出版する｡ 八雲最後の著作
Japan：An Attempt at Interpretation (1904)
は､ その ｢戦時体制版｣ シリーズの 『神国日本』






















こと､ 本著が八雲の作品の ｢総て｣ であること､ 戦


























中の一冊であるが､ 『神国日本』 という邦題は､ そ
れ以前からも使われている｡ それは､ 米国マクミラ
ン社初版の書扉､ 中扉に ｢神国｣ の字が用いられた









さらに､ 昭和15年 (1940) ７月25日､ 旧居は
｢史蹟名勝天然紀念物保存法｣ (1919年公布・施行)
によって ｢史蹟｣ に指定された12)｡ 日中開戦後にお
いても､ 文部省 (国) が八雲に対して好意的であっ
たことがわかる｡ また､ 昭和16年 (1941) の 『読
売新聞』 に､ 簡素な八雲の墓標と成金趣味の漱石の
墓標を比較し､ 八雲の人柄を賞賛する記事もあっ



















































昭和22年 (1947) ８月､ 日本は民間貿易を再開
し､ それ以後､ 国際観光を取り巻く環境が好転する｡
それまで進駐軍関係者を対象としていた国際観光か
ら一転､ バイヤー (外国人貿易業者) 向けの対応に






される18)｡ しかし､ この時期においては､ ｢国際｣



































































昭和25年 (1950) １月､ 小林誠一松江市長は､
松江市に ｢ハーン図書館｣ を設立すべく､ 市観光文
化課長I氏を ｢ハーン文庫｣ を持つ富山大学に派遣















































































首相､ 衆参両院議長､ 東大総長､ パール・バック女
史ら錚々たる面々からの祝電披露を受け､ 小泉清氏
は感謝の言葉を述べた｡ その後､ フレーザー､ 前田
多門両氏の記念講演､ 友井バレエ団による ｢雪女｣
初公演があり､ 午後一時に閉会｡ 同日の夜は ｢ハー
ンの夕べ｣ が開かれ､ 西崎一郎､ 阿部知ニ両氏の講
演､ ハーンをたたえる歌の発表会､ 友井バレエ団
｢雪女｣ ほかの公演があり､ 参加者から絶賛された｡































長)｣ であった｡ 主な行事は､ 小泉八雲生誕百年記
念式典 (６月27日) を中心に､ 小泉八雲記念展 (６
月25－30日)､ 花火大会 (26日夜)､ 鼕行列 (27日)
などであった (写真３)｡












た40)｡ 周知のように､ 松江市は､ 奈良市､ 京都市に
次ぎ､ 昭和26年 (1951) ３月１日､ ｢松江国際文化
観光都市建設法｣ を成立する｡ それは､ 後の松江市










































｢肥沃な火曜日｣ の意｡ 松江では､ 平成24年 (2012)













６) 拙稿 ｢戦時下の観光｣ 『京都光華女子大学研究紀
要』 第49号､ 51－62頁､ 2012年｡
７) 小泉八雲著 (戸川秋骨訳) 『神国日本』 ｢はしがき｣
１－２頁､ 第一書房､ 1938年｡
８) 第一書房 長谷川巳之吉 ｢戦時体制版の宣言｣､
同上｡








14) 松江城北にある ｢旧居｣ は､ 根岸磐井の父干夫か
ら八雲が賃貸したものであった｡ 八雲転居後､ 盤井
は旧居の保存公開に尽力した｡
15) 伊藤益臣 (1980) ｢八雲旧居おなごあるじ―根岸




17) 拙稿 ｢占領下日本の国際観光政策｣ 京都光華女子
大学・国際英語学科編 『異文化の出会い』 大阪教育
図書､ 205－230頁､ 2008年｡
18) 民間貿易が再開された昭和22年 (1947) ８月の
『島根新聞』 には､ 連日観光関連の記事が掲載され







21) 『島根新聞』 1948年５月17日付｡ (括弧内は引用
者｡ 以下同じ)｡








28) この年は､ 不昧公生誕二百年とも重なり､ 松江市
を象徴する二大スターの顕彰年であった｡
29) 柳本晃一 『激動の二十年』 毎日新聞社､ ２頁､
1965年｡
30) 松江市教育立地委員会編､ 前掲､ 444頁｡
31) 『島根新聞』 1950年３月30日付｡
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